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からっ風が吹きすさぶ季節。

だけどおこもりの楽しみが、この街にはたんとあるもんね。

Text   Daisuke Furuya　　Photo  Ayano Inoue

Our Winter Time



骨董も何も、みな縁あって今この場所に居る。

琴線に触れるのは作品だけにあらず。人の魅力も。感性に響くアレやコレがある、神田のまちの多目的室
オルタナティブスペース

　直近で行われた企画展「プリクラ」では、印

刷物をテーマにありとあらゆる紙モノの創作物

がひと月に渡り展示・販売された。60 名を超

える作家が手がけた手作り冊子は一点ものも多

数で、中にはあの高橋恭司氏が自らコピー機に

頭を突っ込み、その毛髪のうねるさまを魚拓の

ように写し取った渾身の（？）一作も。

　毎月第 2 日曜には参加者自身が各自モノを持

ち寄るマーケット「神田蚤の市」、第4日曜には

同じく古本を持ち寄る「神田古本市」。ともに

大人・子どもを問わずアナログな手触り感、そ

して「これがスキ」というピュアな思いの数々

に触れることができるのは、今のご時世こそ

貴重。未知なるモノと感性に親しむこの充実の

ひととき、他にはちょっと代え難い。

　ここに来れば、何かしら新鮮な感覚を覚える

モノ・コトが待っていそう。そんな漠然とした

期待を胸にブラリ立ち寄っては毎度楽しめてし

まう手と花（TETOKA）。神田駅西側の歓楽街

から少し距離を置いた界隈にある、通りにせり

出さんばかりの何やら魅力的なオーラに思わ

ず二度見してしまう人も多数のお店だ。

　2013 年オープンのこの場は、ギャラリーで

あり、カフェ／バーであり、音楽ライブや DJ

イベントまでもが行われる、変幻自在の趣味

空間。骨董に古本に Tシャツに雑貨に…と店内

のあらゆるモノというモノがインテリアであり、

すべからく売りものでもある。皆一様に味わい

深く、それぞれにストーリーを背負っている。

　笑顔の絶えない店主・小林千絵子さんのあた

たかいホスピタリティに心なごませつつ、ドリ

ンク片手にギャラリーの作品群をのんびり眺め

て過ごすもよし。企画展が開催中なら、在廊す

る作家本人に気になった作品のことを教えても

らうもよし。初対面の好事家同志、小林さんに

紹介され意気投合する、そんな人と人とのケミ

ストリーが生まれたことだって数知れず。感性

を揺さぶる「何か」をめぐる十人十色の時間が

ここにはある。

Our Winter Time

手と花（ T E T O K A）

千代田区神田司町2-16 楽道庵1F 

☎ 03 - 5577 - 5309

 営 　16:00～23:00

　休　水曜日

イベントの日は、営業時間・定休日に変更あり

カオスが転じて美しい店内。キッチンでは小林さん
及び彼女が集めに集めたモノたちがお出迎え。

札幌を拠点に活動するデザインコンビ・ワビサビの二人に
よる展示「HERE MAN」も。



「感染症カルタ」で、いまだかつてない興奮を。

Our Winter Time

室内ゲームの古今東西。遊びの数だけ夢がある

　30 年ほど前からはオリジナル商品の開発も

手がけている。近年の注目作は「感染症カル

タ」。ノロウイルス、O-157、エボラ出血熱な

どなど、ぱっと見にはハッピーとはほど遠く

むしろダークなその筋の用語。絵もシュール。

かるた遊びと聞いてイメージされる予定調和感

を鮮やかに覆すこんな一品も、社長の奥野誠子

（ともこ）さんの懐の深いセンスがあってこそ。

がらく問屋として歩んできたこのお店を、「小

売もやりたい」「メーカーとして商品を作りた

い」とピュアな志を持って着実に大きくさせ

てきたのが、先代の父親。「2 階の展示も今と

違ってひと月ごとにまるっきりガラッと変え

てましたし、張り切り者で偉いなぁとは思い

つつも、私は私でマイペース。それでいいか

なって」。彼女なりの色が加わりつつ、奥野カ

ルタ店はあと 2年ほどで創業百年を迎える。

　冬時期にこそ頼りにしたい室内ゲーム専

門店が、神保町北側・白山通り沿いにある。

かるたや百人一首に始まり、花札、すごろく、

チェスにパズルに麻雀牌。それに野球盤な

どのボードゲーム類だって。奥野かるた店に

は、小さな子ども向けのお楽しみはもちろ

ん、大人にとっても「懐かしのアレ」に出会

う以上の発見もあって、時間を忘れてしまう

こと必須。

　大正10年（1921年）、内幸町（当時は田村町）

におもちゃ問屋として創業。戦後復興期の昭

和 25 年ごろに神田に越してきて、小売店を

開くのを機に昭和 54 年に現在の地に。少年

少女なら誰しもが初代ファミコンに夢中だっ

た 8 0年代後半、ドラクエシリーズの発売日

ともなればお店の前に長蛇の列ができたこと

も。当時何かとここを頼りにしていたそんな

かつての子どもが親になり、我が子を連れて

再来することだって珍しくない。

　2 階「小さなカルタ館」で展示されている

のは、貴重なかるたや百人一首の数々。お

店ではその時代その時代で取り扱ってきた

アイテムの多くが一点ずつ大切に保存されて

おり、その膨大なコレクションのほんの一

部が、時節も踏まえたテーマごとに選び取

られ、ここで日の目を見る。平成も終わろう

とする今のセンスからすれば、昭和のざっく

りと大味なデザインやカラーリングは、もは

や愛しいぐらい。

奥野かるた店

千代田区神田神保町2-26 

☎ 03 - 3230-1041

 営 　月～土 11:00～18:00

　　日・祝 12:00～17:00 

　休　第2・第3日曜

カラーリングやデザインが目を引くものも多数。

名画にアイドルスナップに。モチー
フの王道ぶりが懐古趣味をそそる。
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ぶ ら ぶ ら マップ

i l lustration  Mougi Kazuya

D

靖 国 通り

すずらん通り
さくら通り

● アソビ Cafe

（元）鶴谷洋服店
●

● スポーツカードミント 神田店

● ウォーハンマーストア神保町

●

スーパーポテト
秋葉原店

神田連雀亭
●

手と花（ TETOKA） 
●

● 淡路亭 ビリヤード場

● 奥野かるた店

2018年 12月9日（日 ）～ ’19年 4月6日（土）中島麦

・場所
  ワテラスタワー 2F
  cafe104.5

D

絵画を構成する根源的な 3 つの出来事「動き」「空間」「光」を限られた平面の
中で表現しようと、2017年頃から始めたシリーズを主に展示。2次元でありな
がら 3次元の感覚を呼び起こす、絵の具の流動的な表情をお楽しみください。

※展示期間中、貸切日がございます。cafe104.5 ホームページにてご確認ください。 

動きと光の物語
�- l ight / moving -�」

「

2018年 12 月 31日（月）師走大祓式、除夜祭
2019年 1月 1 日（祝）歳旦祭、初詣
2019年 1月13日（日）～ 14日（月）だいこく祭

C

C

・場所

  神田明神境内   

  神田明神ご社殿

・時 間 12:00～18:00会期中無休　
・ 会 場 アーツ千代田 3331　1F  104

A
A B

MAJの移動型レジデンスプログラムを通

して、アーティストたちが日本の各地で収

集した、作品へ昇華する直前の情報やアー

カイヴ、ドローイングなど、貴重なリサー

チの成果物を展示形式で発表します。

12月10日（月）～ 14日（金）Move Arts Japan 展
-アーティストの旅の記録 -

・料 金　1オーダーが必要となります
・時 間　カフェ／レストランの営業時間に準
　ずる（詳しくはウェブサイトをご覧ください）
・会場　アーツ千代田  3331 
　1F COPAINS de 3331／CHAMP DIVIN 3331内
・定休日　火曜日

B

丸目龍介によるフレンチロリータを

テーマにした個展をアーツ千代田 

3331のカフェ／レストランで開催。

作家の多岐にわたる創作活動を俯

瞰する最新作を中心に展示します。

～ 12月 24日（月）丸目龍介展  
『miaou miaou ♥ KISS ! KISS ! ...miam miam』

＊店は編集部が
　独自にセレクト
　しました。



“TOKYO GOOD” の文化を、東京で暮らす一

人ひとりが誇りを持ち、東京から世界に向け

て発信していくことで、都民および東京を訪

れる観光客のマナーの認知／向上を図り、国

際都市としての魅力向上につなげていくプロ

ジェクトです。

“TOKYO GOOD”の文化を、東京から世界に向けて発信し

ていく Tokyo Good Manners Project（以下 TGMP）。その

活動は、淡路エリアマネジメント（以下 AAM）の先進的な

まちづくりにも共通します。このコーナーでは、歴史と

人情が息づく淡路町界隈及びそこを舞台に営まれる日常

にある、「優れた東京的あれこれ」を切り取っていきます。

　一見「求道的」でとっつきにくいイメージが

あるかもしれないそば打ち。でもこの講座にあ

るのは、真剣でありながらも楽しむことを常に

忘れない雰囲気。作業中の参加者が、背中を向

けて別の受講者に教えている講師を呼ぶときな

どの「先生～！」の声はいつも朗らか。

　力と心を込めてそばに向き合い、茹でて、盛

り付け、完成するまでおよそ 1 時間半ほど。手

塩にかけたそばをすすり、味わう達成感は格別。

参加者同士、食べ比べて自分の個性を知るのも

また楽しい。この楽しさに文字通り味をしめて、

これまでゆうに 20回～ 30回と参加回数を重ねて

きている人も珍しくない。

神田のココにも
“ TOKYO GOOD ”

歴史あるそば文化

Tokyo Good Manners Projectとは?

　寿司や天ぷらに並ぶ日本料理の筆頭格にして、

古くは江戸時代から江戸／東京を代表する味覚

のひとつでもある、そば。「かんだやぶそば」「神

田まつや」という大老舗が百三十年以上の長き

に渡りここに居を構える淡路町界隈は、江戸／

東京が抱える歴史的食文化のリアルが今なお

息づく稀有な地域であると言える。江戸時代

から変わらぬその香り・その味わいは、まさ

しくまちの誇り。

　ワテラスコモン 1F サロンで開催の「神田そば

研」のそば打ち講座では、そんなこの界隈に似

つかわしく、作り手としてそばに親しむことが

できる。月に 1～2 回の頻度で設けられるこのそ

ば打ち・そば料理の講座に参加するのは、通勤

でここを通りがてらたまたまその存在を知り参

加した会社員から、この界隈に住まう主婦、ま

たはるばる仙台からやってきたという人まで。

　厳選された良質なそば粉を元手に、全く初め

ての人であってもきちんと最後まで仕上げてい

けるのも、「江戸ソバリエ協会」の資格認定を得

た、ソムリエならぬソバリエとして活動する講師

陣のサポートがあってこそ。素材の個性が違え

ば必要なアプローチもさまざま、一筋縄ではい

かないそば打ちのプロセスだが、その確かな教

えのもとで、適宜柔軟に対応できるようになる。

この地に伝わる、本物の江戸前そば 

「ワテラス神田そば研　そば打ち講座」

申込先：前島敏正（ワテラス神田そば研）
☎090-6176-8082 / sobalier@gmail.com

人から人へ伝える　本物のそば打ち

模範を示す講師の手つき・眼差しに、江戸の食文化の歴史がにじむ。

味わうのも、作り方を教わるのも、共に申し分ないのが淡路町。



演演劇ワークークショップ・
オーディション体験レポート

Photo  Chie Maruyama
Te x t  ワテラススチューデントハウス  林　直樹（上智大学 文学部・3年）

　発声以外にもいかに言葉だけで相手を

動かし、それにどう身体の動きをつけて

いくべきなのかを練習する。二人組に

なってお互いに一つだけ与えられた言葉

を相手に様々な感情をつけて伝える。次

第に分かったことは、その言葉を使う人

とそのシーンの想像をすることで演技が

できる。演劇は面白い。演者も観客も想

像力を働かせることで成立するのだ。 

　このように発声から身体の動き、その

ほかアイコンタクトなど多くの演劇体験

をした上で感じたことは、演劇には人間

により人間味を持たせる力があるという

ことである。おそらくそれは感情表現が

豊かになるからであろう。感情の偉大さ

に気付かされた。ちなみにオーディショ

ンの結果は不合格。残念ではあるがとて

も楽しめた。間違いなく演劇への関心も

高まり、オーディションに参加した身と

しては是非とも公演には足を運びたい。

この経験を通して、少なからず私の中の

何かが開花したような気がする。やはり

演劇の力は奥深い。

　「メロン！」と叫んだ。「好きな果物のことを思いながら、”声で”それを正面の人に渡して」そう言われて、

重く熟したメロンを渡そうと必死だった。ハイステータスやローステータス、上ハケに板付き。演劇の

専門用語に埋もれそうになる。

　今回私は、演劇集団キャラメルボックスの劇団員が主宰するワークショップ兼オーディションに参加し

た。オーディションに合格すれば晴れてプロの劇団員さんとの共演が決まる、貴重な機会に恵まれた。

発声練習から始まったワークショップでは周りには昔から演劇をしている方も多く、そのような方々の、

声を出した時に空気が揺れる感覚に圧倒される。

WHO’S TERRACE プロデュース
VOL.2『ヒトミ』
2019年 2月 13日～ 17日

ワテラスコモンホールにて

脚本：成井豊＋真柴あずき

演出：白坂恵都子

出演：大滝真実、石川寛美

　　　森山栄治　　　　他

キャラメルボックスの人気劇団員・石川寛美
氏から直々に教わるのも実に貴重な機会。

演劇が扱うのは、人と人との関わりあい。コミュニケーションの本
質への示唆もふんだんに含んでいる。

オーディション。学びの成果を、台詞のひと言ひと言にこめて。

各自の演技を、キャラメルボックス演出部・白坂恵都子氏が講評。向上
の余地は一体どんなところにあるのか。

楽し楽しい楽しい楽しいいいいいーっーっーっっっ！！ーっ

（以上キャラメルボックス)

（*pnish*）



夜ごと輝く、このまちならではの明かり
̶ ワテラスイルミネーション デザイン秘話 ̶

　各所で大小さまざまなイルミネーションが

目につく冬の東京。ワテラスでも、この地域

がもつ「らしさ」を全面的に感じさせる意匠

の輝きで、ここを訪れる人々を迎え入れてい

ます。「おもてなしの灯り」をテーマに制作さ

れたこれは、種々の雪華（せっか）模様が、ク

リスマスツリーをかたどるようにふわりふわ

りと点在しているというもの。

　よく見れば、江戸以来にさかのぼるという

「いかにも」な雪華模様に混じり、平成感を匂

わせるものも織り交ぜられていて興味深いで

す。ワテラスの「ワ」、それに親指を立てた「い

いね！」の指サインをかたどったものも。

冬時期恒例のワテラスイルミネーションは、今年も10月末より実施中。そのデザインもオリジナ

ル色が強いユニークな美しさをほこるものですが、実はこれ、ここ淡路町のまちに根ざしたもの

であるのをご存知ですか?

　このデザインを手がけた生みの親として、

ワテラス近隣の老舗「下久呉服店」の五代目・

木村俊之さんには、回想されることが色々あ

るもよう。「デザイン性を追求しようとすると、

モチーフとなる雪の形から遠ざかってしまい

ますし、他の模様との調和が取れなくなりま

す。それに形状や重さなど、電飾としてクリ

・ワテラスイルミネーション 2018
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アしなければならない制限もあって。そう

いったもろもろを乗り越えるのがなかなか大

変で、考えたデザイン案の総数は確か40か

50くらいにまでのぼったはずです」。

　でも「ちょっと窓から顔を出してぼーっと

眺めては、いいなぁって思ってるよ。毎晩ね。」

なんていうご近所さんの声は、このデザイン

としては初年度だった昨シーズンにとどまら

ず、今シーズンも。時間を経てなお、確かな

手応えを感じている木村さんです。人情が息

づくこのまちらしさを象徴的に表す「ワ」の

雪華模様は、毎夜その暖かみのある幻想的な

輝きで人々を魅了しています。

日 程：2018年 10月 27日（土）

　　　～ 2019年 2 月 28日（木）

時 間：17:00～ 23:00

クーラーも壊れた真夏の室内で、ひとり雪のデザインに
悩み格闘したのもいい思い出（笑） すべて創作かと思いきや、実は江戸時代から伝わるデザイ

ン図案帳にあるというものも多く、意外。

ワで「輪」が作られている。これすなわち人の「和」。
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